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第１回半原文楽の日
10月24日、日吉町の半原公民館「文楽館」で「第

１回半原文楽の日」が行われ、約200人が文楽を楽し
みました。
公演では、「三番叟」や「壺坂霊験記」など４演目

が上演され、なかでも日吉小学校の児童８人が、今
年４月から練習を重ねてきた「傾城阿波の鳴門」に
は、観客から大きな拍手が送られていました。

主な内容
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本 

画 

洋
　
　
画 

デ
ザ
イ
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芸 

第
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第
　
回 

瑞
浪
市
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術
展
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10
月
28
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
51
回
瑞
浪
市

美
術
展（
一
般
の
部
）」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
会
場
に
は
、
８
部
門
321
点
の
応
募
作

品
か
ら
選
ば
れ
た
入
選
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

市
展
賞 

　
『
止
ま
れ
』 

　
　
　
河
村
　
良
夫
　
明
賀
台 

         

特
選
賞
　
土
屋
ア
イ
子
　
明
賀
台 

優
秀
賞
　
馬
場
　
忠
子
　
明
賀
台 

　
　
　
　
松
本
　
共
子
　
土
岐
市 

　
　
　
　
加
藤
　
　
勉
　
土
岐
市 

奨
励
賞
　
今
井
ま
つ
子
　
土
岐
町 

　
　
　
　
岡
本
　
喬
二
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
長
瀬
　
義
親
　
土
岐
市 

市
展
賞 

　
『
た
そ
が
れ
』 

　
　
　
野
久
　
光
幸
　
須
野
志
町 

         

特
選
賞
　
酒
井
　
利
栄
　
各
務
原
市 

優
秀
賞
　
佐
藤
　
則
子
　
寺
河
戸
町 

　
　
　
　
牧
野
　
政
芳
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
廣
田
　
桃
子
　
名
古
屋
市 

奨
励
賞
　
保
母
め
ぐ
み
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
成
瀬
　
道
江
　
北
小
田
町 

　
　
　
　
小
栗
　
博
子
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
平
林
　
和
磨
　
麗
澤
高
校 

　
　
　
　
宮
川
　
和
生
　
土
岐
市 

市
展
賞 

　
『
信
楽
窯
変
壺
』 

　
　
　
江
口
　
孝
次
　
多
治
見
市 

            

特
選
賞
　
大
竹
　
喜
彦
　
土
岐
町 

優
秀
賞
　
伊
野
　
重
幸
　
土
岐
町 

　
　
　
　
加
藤
　
千
昭
　
山
田
町 

奨
励
賞
　
山
崎
　
清
昭
　
陶
町 

　
　
　
　
加
藤
　
　
隆
　
土
岐
市 

　
　
　
　
日
比
野
多
江
子
　
高
月
町 

　
　
　
　
加
納
　
洋
子
　
寺
河
戸
町 

　
　
　
　
加
藤
　
　
正
　
稲
津
町 

　
　
　
　
伊
藤
　
　
真
　
土
岐
市 

　
　
　
　
中
山
ま
す
み
　
稲
津
町 

市
展
賞 

　
『
涼
風
の
香
り
』 

　
　
　
大
林
　
義
雄
　
土
岐
町 

        

特
選
賞
　
本
荘
　
節
子
　
土
岐
町 

奨
励
賞
　
須
藤
　
友
実
　
麗
澤
高
校 

　
　
　
　
堀
　
　
舞
子
　
麗
澤
高
校 

　
　
　
　
小
辻
　
　
愛 

　
　
　
　
　
　
　
　
恵
那
農
業
高
校 

　
　
　
　
足
立
　
　
恵 

　
　
　
　
　
　
　
　
恵
那
農
業
高
校 

2平成16年11月15日



写
　
　
真 

書 

彫
　
　
刻 

工
　
　
芸 

第
　
回 

瑞
浪
市
美
術
展 

51
第
　
回 

瑞
浪
市
美
術
展 

51

市
展
賞 

　
『
五
言
律
詩
三
首
』 

　
　
　
澤
田
　
智
子
　
土
岐
市 

      

特
選
賞
　
勝
股
美
花
子
　
稲
津
町 

優
秀
賞
　
岡
市
眞
左
子
　
可
児
市 

　
　
　
　
松
浦
　
勝
男
　
土
岐
市 

奨
励
賞
　
澤
井
　
美
佐
　
土
岐
町 

　
　
　
　
松
原
美
代
子
　
明
世
町 

　
　
　
　
南
谷
　
笑
子
　
羽
島
市 

　
　
　
　
柴
田
さ
よ
子
　
土
岐
市 

　
　
　
　
小
林
　
一
三
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
森
本
　
博
和
　
土
岐
市 

　
　
　
　
伊
藤
　
喜
康
　
陶
町 

市
展
賞 

　
『
女
Ⅱ
』 

　
　
　
奥
村
　
　
謙
　
多
治
見
市 

       

特
選
賞
　
奥
村
　
誠
司
　
多
治
見
市 

奨
励
賞
　
白
石
　
雅
敏
　
明
賀
台 

　
　
　
　
渡
辺
　
政
百
　
日
吉
町 

市
展
賞 

　
『
母
子
』 

　
　
　
伊
藤
　
和
代
　
稲
津
町 

                

特
選
賞
　
小
木
曽
時
夫
　
樽
上
町 

優
秀
賞
　
足
立
　
　
操
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
上
手
　
正
利
　
陶
町 

　
　
　
　
宮
地
美
和
子
　
寺
河
戸
町 

奨
励
賞
　
足
立
　
正
敏
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
足
立
　
昭
子
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
西
尾
美
佐
喜
　
山
田
町 

　
　
　
　
西
尾
　
　
守
　
山
田
町 

　
　
　
　
足
立
タ
カ
子
　
恵
那
市 

　
　
　
　
鈴
木
　
誠
一
　
土
岐
市 

　
　
　
　
鈴
木
　
靖
子
　
上
野
町 

　
　
　
　
牛
田
　
勇
雄
　
土
岐
町 

　
　
　
　
中
嶋
き
よ
子
　
土
岐
市 

　
　
　
　
安
藤
　
一
三
　
山
田
町 

　
　
　
　
足
立
　
辰
洋
　
釜
戸
町 

　
　
　
　
加
藤
タ
ツ
ジ
　
瀬
戸
市 

　
　
　
　
菊
間
　
　
宏
　
土
岐
市 

市
展
賞 

　
『
秋
茜
』 

　
　
　
伊
藤
　
紗
綾
　
土
岐
町 

          

特
選
賞
　
水
野
　
房
子
　
稲
津
町 

優
秀
賞
　
日
比
野
幸
子
　
土
岐
町 

　
　
　
　
山
崎
　
昭
子
　
陶
町 

　
　
　
　
渡
辺
千
英
子
　
日
吉
町 

奨
励
賞
　
河
合
　
淑
子
　
土
岐
町 

　
　
　
　
各
務
　
澄
江
　
土
岐
市 

　
　
　
　
大
林
　
義
雄
　
土
岐
町 

　
　
　
　
秋
山
　
広
昭
　
稲
津
町 

　
　
　
　
吉
村
　
幸
代
　
明
賀
台 

瑞浪市役所　1 68-21113
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法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
世
界
人

権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
し
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
会
　
場

ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

・
時
　
間

10
時
〜
15
時
ま
で

◎
問
合
せ

市
民
課
　
1
内
線
１
０
５

・
期
　
間
　
12
月
３
日
〜
10
日

（
土
・
日
を
除
く
）

・
会
　
場

市
役
所
　
１
階
市
民
ホ
ー
ル

入
賞
者
（
敬
称
略
）

●
岐
阜
地
方
法
務
局
長
賞

（
一
部
）

稲
津
小
３
年
　
　
鈴
木
　
千
晴

釜
戸
小
４
年
　
　
三
宅
　
里
佳

（
二
部
）

稲
津
中
３
年
　
　
白
鳥
　
泰
佑

日
吉
中
３
年
　
　
安
藤
ひ
と
み

（
三
部
）

麗
澤
高
１
年
　
　
建
石
　
智
香

中
京
高
３
年
　
　
深
谷
　
麻
代

●
岐
阜
地
方
法
務
局
多
治
見
支
局
長
賞

（
一
部
）

陶
　
小
６
年
　
　
近
藤
　
数
真

土
岐
小
６
年
　
　
遠
山
　
慶
祐

（
二
部
）

陶
　
中
１
年
　
　
中
村
　
陽
香

瑞
陵
中
３
年
　
　
奥
村
　
真
由

（
三
部
）

中
京
高
３
年
　
　
井
口
友
紀
子

中
京
高
３
年
　
　
太
田
　
貴
則

●
多
治
見
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞

（
一
部
）

日
吉
小
５
年
　
　
小
栗
　
啓
輔

瑞
浪
小
３
年
　
　
伊
藤
　
豪
志

（
二
部
）

瑞
浪
中
１
年
　
　
安
藤
千
映
美

稲
津
中
１
年
　
　
工
藤
　
綾
子

（
三
部
）

麗
澤
高
１
年
　
　
澤
村
　
令
子

陶
　
町
　
　
　
　
重
田
　
孝
行

●
市
長
賞
　
金
　
賞

（
一
部
）

土
岐
小
３
年
　
　
加
藤
　
央
菜

（
二
部
）

瑞
陵
中
１
年
　
　
宮
地
亜
里
沙

（
三
部
）

中
京
高
３
年
　
　
古
田
　
隆
紀

●
市
長
賞
　
銀
　
賞

（
一
部
）

日
吉
小
６
年
　
　
渡
辺
　
美
花

釜
戸
小
３
年
　
　
渡
辺
　
　
舞

（
二
部
）

瑞
浪
中
１
年
　
　
本
荘
　
朋
代

稲
津
中
２
年
　
　
牛
島
　
幸
穂

（
三
部
）

中
京
高
２
年
　
　
隅
谷
　
友
希

中
京
高
３
年
　
　
馬
場
　
勇
輔

●
市
長
賞
　
銅
　
賞

（
一
部
）

土
岐
小
６
年
　
　
佐
藤
　
佳
奈

陶
　
小
５
年
　
　
山
田
　
悠
莉

明
世
小
３
年
　
　
小
栗
　
　
健

（
二
部
）

瑞
陵
中
１
年
　
　
小
栗
　
優
佳

瑞
陵
中
１
年
　
　
加
藤
　
三
鈴

稲
津
中
１
年
　
　
工
藤
　
亜
美

（
三
部
）

瑞
浪
高
１
年
　
　
足
立
　
千
紗

中
京
高
３
年
　
　
武
村
　
和
紀

麗
澤
高
１
年
　
　
古
市
　
麻
美

《
啓
発
強
調
事
項
》

《
特
設
相
談
所
を
開
設
》
12
月
９
日（
木
）

第第第第
22224444
回回回回

人人人人
権権権権
書書書書
道道道道
展展展展



瑞浪市役所　1 68-21115

この基本構想は、瑞浪駅を中心とした区域A＝68.8haに高齢者、障害者等のみなさんが公共交通機関を
使って移動しやすくするためのバリアフリー化を推進するために策定しました。策定には瑞浪市交通結節
点協議会での議論、駅利用者・高齢者・身障者等いろいろな方々の意見を参考にしました。

基本方針

１．公園線整備にあわせ駅前広場は
一体的に再整備を図ります。

２．駅の南北の連絡強化のバリアフ
リー化を図ります。

３．駅舎、道路等の公共施設のバリ
アフリー化を推進し、誰もが安
全に移動できる環境づくりを図
ります。

概要版は瑞浪市ホームページをご覧
ください。
本編は、市役所都市計画課で閲覧で

きます。

◎問合せ 都市計画課　1内線２４７

瑞瑞瑞瑞浪浪浪浪駅駅駅駅周周周周辺辺辺辺交交交交通通通通ババババリリリリアアアアフフフフリリリリーーーー基基基基本本本本構構構構想想想想をををを策策策策定定定定

期間　11月22日（月）～12月６日（月） 場所　市役所２階　都市計画課
都市計画法第21条第２項の規定により、瑞浪都市計画用途地域を一部変更したいので計画（案）の縦覧

をおこないます。
なお、計画（案）については、縦覧期間の満了日までに市長に対して意見を提出することができます。
詳細については、「広報みずなみ」10月15日号に掲載してありますのでご覧ください。
変更箇所（案）

◎問合せ 都市計画課　1内線247

提案箇所 地区の所在地 現行用途 用途変更 面積（ha）
１ 山田町上山田 無指定 準工業 26.5
２ 土岐町下益見 第１種中高層住居専用 第１種住居 0.7
３ 土岐町下益見 第１種住居 第１種中高層住居専用 0.8
４ 土岐町下益見 第１種住居 第２種住居 6.0

平成16年度瑞浪都市計画用途地域の変更（案）の縦覧

（公表 平成16年7月）



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状 

サ
ツ
マ
イ
モ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

第
７
回
　
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
結
果 

陶児童館 

「
バ
「
バ
ー
ド
ウ
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
チ
ン
グ
入
門
‐
冬
鳥
を
探
そ
う
」

グ
入
門
‐
冬
鳥
を
探
そ
う
」 

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
入
門
‐
冬
鳥
を
探
そ
う
」 

団
体
の
部 

個
人
の
部 

・
内
　
容
　
竜
吟
峡
、
竜
吟
湖
で
の
野
鳥
観
察 

　
　
　
　
　
（
雨
天
時
は
野
鳥
の
お
は
な
し
） 

・
講
　
師
　
大
畑
孝
二  

先
生（
日
本
野
鳥
の
会
レ
ン
ジ
ャ
ー
） 

　
　
　
　
　
加
藤
敏
子  

先
生（
同
会
員
） 

・
定
　
員
　
30
人
　
・
参
加
費
　
100
円（
当
日
徴
収
） 

・
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、双
眼
鏡
、図
鑑（
若
干
貸
出
有
） 

・
申
込
締
切
　
12
月
５
日（
日
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
1
６
３
‐
０
０
１
５ 

　
竜
吟
の
森
で
、
冬
の
野
鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

12
月
11
日（
土
）　
９
時
30
分
〜
12
時 

　
10
月
21
日
、
中
京
幼
稚
園
の
園
児
37
人
が
明
世
町
の

白
寿
荘
を
訪
れ
、
園
内
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
約
10

キ
ロ
を
入
所
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

　
園
児
ら
は
声
を
揃
え
て
「
サ
ツ
マ
イ
モ
を
届
け
に
来

ま
し
た
。
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
箱
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
入
所
者
代
表
の
肥
田
卓
助
さ
ん
に
手

渡
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
園
児
ら
に
よ
る
遊
戯
も
披
露
さ
れ
、
入
所

者
か
ら
は
「
昼
食
で
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
お
礼
に
あ
さ
が
お
の

種
と
手
作
り
の
小
物
入
れ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

　
10
月
19
日
、
ベ
ル
フ
ラ
ワ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

「
第
７
回
瑞
浪
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
７

支
部
か
ら
約
160
人
の
参
加
者
が
日
頃
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

 

　
優
　
勝
　
瑞
浪
支
部
　
２
　
位
　
釜
戸
・
大
湫
支
部 

　
３
　
位
　
陶
　
支
部
　
４
　
位
　
土
岐
支
部 

　
５
　
位
　
稲
津
支
部
　
６
　
位
　
日
吉
支
部 

　
７
　
位
　
明
世
支
部 

 

一
般
の
部 

　
優
　
勝
　
　
達
　
川
　
信
　
彦（
瑞
浪
支
部
） 

　
２
　
位
　
　
小
　
栗
　
昭
　
夫（
日
吉
支
部
） 

　
３
　
位
　
　
則
　
武
　
直
　
行（
釜
大
支
部
） 

シ
ニ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部 

　
優
　
勝
　
　
宮
　
地
　
里
　
子（
土
岐
支
部
） 

　
２
　
位
　
　
梅
　
村
　
洋
　
子（
陶
　
支
部
） 

　
３
　
位
　
　
永
　
井
　
鎰
　
郎（
釜
大
支
部
） 

　
10
月
10
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第
50
回
全
国

里
親
大
会
」
で
山
田
町
の
玉
木
信
久
・
千
賀
子
さ
ん
夫

妻
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
そ
の
報

告
に
10
月
20
日
、
千
賀
子
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。 

　
玉
木
さ
ん
は
、
平
成
５
年
か
ら
養
育
里
親
と
し
て
、

実
の
親
か
ら
養
育
を
拒
否
さ
れ
た
児
童
な
ど
の
養
育
に

尽
力
さ
れ
、
永
年
の
功
績
と
、
養
育
里
親
に
対
す
る
熱

心
な
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

　
玉
木
さ
ん
は
、
「
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
よ
う
な
児
童

の
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
里
子
と
し
て
里
親
の
元
に
預

け
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
約
６
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
瑞
浪
市
で
も
里
親
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
」
と
　
嶋
市
長
に
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は
「
里
親
と
い
う
責
任
あ
る
こ
と
を
さ
れ

て
い
る
の
は
、

大
変
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

市
内
で
も
里

親
が
増
え
る

こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

と
玉
木
さ
ん

を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。 
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みんなの広場みんなの広場

芋
煮
会
で
お
年
寄
り
と
交
流 

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
伝
達
式 
三
重
奏
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
う
っ
と
り 

陶児童館陶児童館 陶児童館 

小木曽礼斗ちゃん 
（１歳） 
陶町猿爪 

市川朋果ちゃん 
（１歳） 
陶町大川 

らいと ともか 

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
入
門
‐
冬
鳥
を
探
そ
う
」 

市川　　さん 福田　實さん 

　
10
月
25
日
、
人
権
擁
護
委
員
を
勤
め
ら
れ
た
逸
見
恭

子
さ
ん（
日
吉
町
）と
馬
場
正
晃
さ
ん（
釜
戸
町
）の
任
期

満
了
に
と
も
な
い
、
新
た
に
２
人
の
方
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
そ
の
委
嘱
状
の
伝
達
式
が
市
長
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
福
田
實
さ
ん（
西
小
田

町
）と
市
川
　
　
さ
ん（
釜
戸
町
）で
、
任
期
は
10
月
１

日
か
ら
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。 

　
伝
達
式
で
　
嶋
市
長
は
「
重
責
で
あ
る
擁
護
委
員
さ

ん
は
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
期
６
年

勤
め
ら
れ
た
逸
見
さ
ん
に
は
、
同
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
内
で
は
７
人
の
擁
護
委
員
さ
ん
に
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　
10
月
25
日
、
土
岐
小
学
校
で
、
５
・
６
年
生
が
栽
培

し
た
里
芋
を
使
っ
て
の
芋
煮
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
芋
煮
会
は
毎
年
、
同
小
学
校
が
地
域
の
お
年
寄

り
や
児
童
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
招
待

し
て
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
474
人
と
お
年
寄
り
約
200
人
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
と
ん
汁
な
ど
を
作
っ
て
い
る
児
童
の
輪
に
、
集
ま
っ

て
き
た
お
年
よ
り
は
自
然
に
溶
け
込
み
、
火
加
減
や
味

の
つ
け
方
を
教
え
る
な
ど
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
澤
井
信
子
さ
ん（
土
岐
町
）は
「
子
ど
も
た

ち
の
生
き
生
き
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の

交
流
会
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
楽
し

い
で
す
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。 

　
10
月
11
日
、
明
世
町
の
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
演
奏
会
は
、
10
月
１
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
満

潮
　
中
山
尚
子
展
」
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
美
術
作

品
を
前
に
ホ
ル
ン
、
フ

ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
が
奏

で
る
三
重
奏
を
約
180
人

の
観
客
が
楽
し
み
ま
し

た
。 

　
稲
津
町
か
ら
訪
れ
た

小
林
理
恵
さ
ん
は
「
中

山
先
生
の
作
品
と
、
こ

の
三
重
奏
の
イ
メ
ー
ジ

が
ぴ
っ
た
り
で
、
と
て

も
雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
」

と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21117



第 

　
回 

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

明

白

寺

五

輪

塔

 

26

市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館 

お
詫
び
と
訂
正 

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
開
設 

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
開
設 

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
開
設 

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設 
小
学
校
陸
上
記
録
会 

走
り
幅
跳
び 

走
り
高
跳
び 

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ 

８
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

１
０
０
ｍ 

１
０
０
０
ｍ 

　
10
月
13
日
、
第
50
回
瑞
浪
市
小
学
校
陸

上
記
録
会
が
市
民
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
の
６
年
生
全
員（
大
湫
小
学

校
は
５
年
生
と
６
年
生
）が
参
加
し
、
自

己
記
録
の
更
新
に
挑
み
ま
し
た
。 

種
目
別
成
績（
優
勝
者
の
み
） 
敬
称
略 

 

　
男
子
　
土
屋
貴
司（
土
岐
）12
秒
９ 

　
女
子
　
水
野
亜
唯（
土
岐
）13
秒
７ 

 

　
男
子
　
鈴
木
健
人（
稲
津
）14
秒
２ 

　
女
子
　
林
　
真
実（
土
岐
）15
秒
０ 

 

　
男
子
　
渡
邉
啓
司（
瑞
浪
）３
分
30
秒 

　
女
子
　
三
宅
沙
季（
陶
）３
分
35
秒 

 

　
男
子
　
瑞
浪
小
　
　
　
　
57
秒
８ 

　
　
　
　
　
　
渡
邉
啓
司
・
田
中
宏
道 

　
　
　
　
　
　
小
栗
泰
樹
・
渡
邊
友
生 

　
女
子
　
瑞
浪
小
　
　
　
　
60
秒
８ 

　
　
　
　
　
　
三
浦
沙
也
佳
・
前
田
　
瞳 

　
　
　
　
　
　
塚
本
菜
月
・
伊
佐
次
香
奈 

 
　
男
子
　
牛
田
圭
亮（
瑞
浪
）４
ｍ
14 

　
女
子
　
三
浦
沙
也
佳（
瑞
浪
）３
ｍ
91 

 

 

　
男
子
　
春
日
井
渉（
瑞
浪
）１
ｍ
29 

　
女
子
　
安
藤
早
穂（
瑞
浪
）１
ｍ
15 

 

　
男
子
　
加
藤
大
地（
明
世
）57
ｍ
97 

　
女
子
　
伊
佐
次
香
奈（
瑞
浪
）42
ｍ
65
 

　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
に
、

開
か
れ
た
美
術
館
運
営
の一
環
と
し

て
、市
民
の
皆
さ
ん
が
製
作
さ
れ
た

作
品
を
展
示
す
る
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
開
設
し
ま
す
。ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

・
会
　
場 

　
　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館 

・
期
　
間 

　
　
利
用
１
回
に
つ
き
15
日
以
内 

・
利
用
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
す
る
方（
団
体
利
用

も
可
） 

・
利
用
制
限
　
美
術
館
で
展
示
す

る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
内
容

お
よ
び
営
利
目
的
の
場
合
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん（
事
前
審

査
が
あ
り
ま
す
）。 

・
利
用
料
　
無
料 

◎
申
込
・
問
合
せ 

　
　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館 

　
　
1
６
８
‐
９
４
０
０ 

　
11
月
１
日
号「
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
」で
、中
京
幼
稚
園
生
活
発
表
会
の

期
日
が
11
月
25
日（
木
）と
あ
る
の
は
12

月
４
日（
土
）の
誤
り
で
す
。お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。 

　
五
輪
塔（
ご
り
ん
と
う
）と
は
、
こ
の

宇
宙
は
空
・
風
・
火
・
水
・
地
の
５
元

素
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
仏
教
の
五
大

思
想
を
表
現
し
た
も
の
で
、
平
安
時
代

に
作
ら
れ
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
来
は
、
お
堂
な
ど
の
建
物
の
完
成

な
ど
を
記
念
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た

が
、
鎌
倉
時
代
以
降
は
主
に
墓
標
と
し

て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
明
世
町
山
野
内
の
明
白
寺
に
あ
る
こ

の
五
輪
塔
は
、
室
町
時
代
の
後
期
に
虎

渓
山
の
お
坊
さ
ん
が
、
明
白
寺
の
前
身

で
あ
る
明
白
庵（
あ
ん
）を
建
て
た
際
に

作
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
高
さ
137
㎝
も

あ
る
市
内
最
大
の
五
輪
塔
で
す
。 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 

総合文化センター
６日、13日、20日、24日、27日～31日

市民図書館
市民体育館 ７日、14日、21日、24日、28日～31日
化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館 ６日、13日、20日、24日、27日～31日
地球回廊
自然ふれあい館
サイエンスワールド ６日、13日、20日、24日、27日～31日
文化会館 ２日、９日、16日、23日、29日～31日

生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日生涯学習施設　12月の休館日
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日
吉
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

は
日
吉
小
学
校
の
空
き
教
室
を
借
り

て
、
毎
月
１
回
、
第
３
水
曜
日
午
後

１
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

日
吉
町
内
の
人
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
サ
ロ
ン
で
各
自
が
初
め

て
作
陶
し
た
湯
飲
み
茶
碗
を
持
っ
て
、

友
達
と
歩
い
て
学
校
に
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
受
付
で
ひ
ら
が
な
の
名
札
を

首
に
か
け
て
指
体
操
か
ら
始
め
ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
る
と
、
ワ
、
ハ
、
ハ

と
笑
い
声
も
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
ひ
と

休
み
し
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し

く
お
話
を
し
ま
す
。

私
達
は
年
度
始
め
に
年
間
計
画
を

話
し
合
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

資
金
活
動
と
し
て
、
北
海
道
の
富

良
野
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
絹
の
布
を
使
い

ポ
プ
リ
「
愛
」、
ミ
ニ
う
ち
わ
等
作
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
日
吉
夏
祭
り
の

バ
ザ
ー
に
初
め
て
出
店
し
、
お
ど
り

の
輪
に
も
入
っ
て
楽
し
い
夏
の
一
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。

資
金
活
動
の
収
益
で
化
石
博
物
館
、

地
球
回
廊
の
見
学
を
し
て
国
際
地
科

学
交
流
館
で
お
茶
を
飲
み
ま
し
た
。

市
内
に
い
る
の
に
初
め
て
来
た
と
い

う
人
が
多
く
て
「
来
て
よ
か
っ
た
」

と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

学
習
活
動
と
し
て
皆
で
手
作
り
し

た
昔
話
の
紙
芝
居
を
地
域
の
子
ど
も

達
の
前
で
上
演
し
て
い
ま
す
。
８
月

18
日
に
は
初
め
て
町
外
の
樽
上
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
出
か
け
ま
し
た
。「
月
吉

と
日
吉
」「
首
切
り
地
蔵
」
の
二
つ
の

紙
芝
居
を
19
人
で
上
演
し
、
一
人
一

人
が
精
一
杯
自
分
の
場
面
を
読
み
ま

し
た
。
そ
し
て
元
気
な
子
ど
も
達
の

活
力
を
も
ら
い
児
童
館
の
皆
さ
ん
か

ら
は
「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
い
ろ
い
ろ

な
所
に
出
か
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

H16
高
齢
者
も
社
会
参
加
を

「
日
吉
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

代
表
　
小
栗
恒
雄

瑞浪市役所　1 68-21119

地
域
と
共
に
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 瑞

浪
小
学
校
 

瑞
浪
小
学
校
で
は
、「
心
づ
く
り
」、

「
学
力
づ
く
り
」、「
体
づ
く
り
」
の
三

つ
に
力
を
入
れ
て
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、「
体
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
健
全
で
調
和
の
と
れ
た

子
ど
も
の
育
成
を
図
る
上
で
の
基
盤
と

な
る
と
い
う
認
識
の
も
と「
歯
科
指
導
」

を
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
、
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
課

題
と
し
て
き
ま
し
た
の
は
、「
大
規
模

校
に
お
け
る
個
に
応
じ
た
指
導
」、「
総

合
的
な
学
習
で
の
健
康
教
育
と
歯
科
指

導
」、「
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
と

歯
科
指
導
と
の
関
連
」
で
す
。

幸
い
個
別
指
導
の
と
き
に
は
、
歯
科

校
医
さ
ん
や
多
く
の
歯
科
衛
生
士
さ
ん

が
専
門
的
な
立
場
か
ら
熱
心
に
指
導
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
は
、
歯
を
大
切
に
し
て
み

え
る
地
域
の
方
に
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
母
親
委
員
さ
ん
も
全
面
的
に
協
力

し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の

応
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
も
、
日
課
の
中
に
歯
磨
き

の
時
間
を
設
け
、毎
日
頑
張
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
10
月
の
歯
の
優
良
校
審
査

で
は
準
県
１
位
の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
も
地
域
の
皆
様
の
お
力
を
得
な

が
ら
健
康
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ながたかんと（２年生）



悠久の時の中に身を委ねてみませんか 
瑞浪市制５０周年・中山道大湫宿開宿４００年記念事業 

主催：大湫町コミュニティ推進協議会 
◎問合せ先　大湫コミュニティーセンター　1　63－2360

12月の移動図書館 
こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号 

ミ
ニ
展
の
ご
案
内 

図書館だより 168-5529

「
お
正
月
展
」
作
品
募
集

「
お
正
月
展
」
作
品
募
集 
「
お
正
月
展
」
作
品
募
集

「
お
正
月
展
」
作
品
募
集 
「
お
正
月
展
」
作
品
募
集 

図
書
館

図
書
館
で 

　
　
人
気

　
　
人
気
の
本 

図
書
館

図
書
館
で 

　
　
人
気

　
　
人
気
の
本 

図
書
館
で 

　
　
人
気
の
本 ベ
ス
ト
３ 

ベ
ス
ト
３ 

ベ
ス
ト
３ 

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が 

　
　
　
や
っ
て
く
る

　
　
　
や
っ
て
く
る 

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が 

　
　
　
や
っ
て
く
る 

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

時　　間 ステーション 巡回日 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

15：30～15：50 

16：00～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

13：30～14：00 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：00

小　里 

萩　原 

半　原 

鶴　城 

名　滝 

日吉コミュニティーセンター 

月吉 

棚田山 

羽　広 

明賀台 

白　倉 

細久手 

深　沢 

８日（水） 

 
 

９日（木） 

 

10日（金） 

 

22日（水） 
 

 

25日（土） 

　
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
。
寒
い
冬
の

夜
に
、
家
族
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す

る
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

　
12
月
の
ミ
ニ
展
は
、
図
書
館
教
室

で
作
っ
た
、
木
の
実
の
リ
ー
ス
や
図

書
館
に
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る

本
を
た
く
さ
ん
展
示
し
ま
す
。 

　
是
非
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

・
日
　
時
　
12
月
18
日（
土
）
　
14
時
〜 

・
場
　
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー 

３
Ｆ
講
堂 

・
参
加
費
　
無
　
料 

　
お
正
月
前
の
子
ど
も
た
ち
の
大
イ
ベ
ン
ト
、

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
。 

　
今
年
も
忘
れ
ず
に
図
書
館
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

　
ア
ッ
と
驚
く
手
品
、
楽
し
い
お
話
、
手
作

り
の
素
敵
な
影
絵
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
も
の
で
み
な
さ
ん
を
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
よ
。
家
族
や
お
友
達
と
遊
び

に
来
て
ね
。 

　
図
書
館
で
は
、
毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
「
お

正
月
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
ミ
ニ
展
を
開
催
し

ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
い
ろ

い
ろ
な
「
お
正
月
」
が
図
書
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
飾
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
お
正
月
や
「
え
と
」
に
ち
な
ん
だ
手
作
り
作
品
、

収
集
さ
れ
て
い
る
も
の
で
展
示
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
、
図
書
館
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
展
示
期
間
は
１
月
５
日（
水
）か
ら
29
日（
土
）ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
図
書
館
で
10
月
に
よ
く
読
ま
れ
た
本

ベ
ス
ト
３
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
」
奥
田
英
朗
／
著 

　
直
木
賞
作
品
　
と
て
も
元
気
が
出
る

本
で
す
。 

・
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と 

　
　
　
　
　
　
不
死
鳥
の
騎
士
団
」
　 

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
／
著 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
読
ま

れ
て
い
ま
す
。 

・
「
気
持
ち
の
い
い 

　
　
　
　
　
生
活
空
間
の
つ
く
り
方
」 

ジ
ェ
フ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
／
著 

　
ア
メ
リ
カ
流
モ
ノ
の
捨
て
方
・
残
す

こ
だ
わ
り 

 

読
書
の
秋
で
す
。
忙
し
い
時
間
の
中

で
ち
ょ
っ
と
本
を
読
む
時
間
を
見
つ
け

て
は
い
か
が
で
す
か
。 

 

・
利
用
案
内 

＊
図
書
館
の
本
を
検
索
で
き
ま
す
。 

＊
新
着
情
報
や
行
事
案
内
な
ど
図
書
館

の
情
報
満
載 

＊
本
の
予
約
が
で
き
ま
す
。
（
利
用
希

望
の
方
は
事
前
に
図
書
館
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
） 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

http://library.city.m
izunam

i.gifu.jp

ク
リ
ス
マ
ス
展 

〜
木
の
実
の
リ
ー
ス
と 

　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
大
集
合
〜 

12
月
５
日（
日
）〜 

　
　
　
12
月
25
日（
土
） 

10平成16年11月15日
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悠久の時の中に身を委ねてみませんか 
瑞浪市制５０周年・中山道大湫宿開宿４００年記念事業 

１１月２１日（日）９時～ 
会場：中山道大湫宿周辺 

慶長９年（1604）に中山道の新宿として大湫宿が開設されてから400年の節目を迎え、中山道の歴史、
文化、自然を守り、次の世代へと伝えるため、『姫街道まつり』を開催します。 
これは、一世を風靡した時代絵巻皇女和宮の行列を再現した「姫街道行列」などのイベントと、釜戸駅
からの「中山道ウォーキング」を合せて開催します。 
多数のご来宿をお待ちしています。 

ウォーキングコース 距離　約13.5km　所要時間　約3時間30分 

釜戸駅　a　ドラゴン21　a　天猷寺　a　竜吟の滝　a　竜吟湖　a　高札場　a　大湫の宿　a　 

宗昌寺　a　十三峠　a　釜戸コミュニティーセンター　a　釜戸駅 

 

☆シャトルバスの運行 
◎釜戸コミュニティセンター発 

8：40　　9：30　　10：30 

◎大湫宿発 

14：30　15：15

主なイベント 
☆　手作り衣装での姫宮行列の再現 
☆　中山道ウォーキング 
☆　中山道大湫太鼓 
☆　大道芸・一刀彫実演 
☆　出　店 
☆　もちなげ大会 

主催：大湫町コミュニティ推進協議会 主催：大湫町コミュニティ推進協議会 
◎問合せ先　大湫コミュニティーセンター　◎問合せ先　大湫コミュニティーセンター　1　63－2360◎問合せ先　大湫コミュニティーセンター　1　63－2360

瑞浪市役所　1 68-211111



12平成16年11月15日

幼稚園は、子ども達が出会う最初の学校です。
翌年小学校１年生となる就学前５歳児に、ふさわし
い力を育成します。学校就学前の子どもにとって、
付けなければならない基礎的・基本的な力を、総合
的な教育活動を通して、意図的・計画的に教育しま
す。
◆幼稚園 幼保一体化により、市内どの地区におい
ても、５歳児には同じ教育活動を行い、どの幼稚
園（分園）でも入園できます。

・瑞浪幼稚園（本園）
〃　　　桔梗分園（桔梗保育所内）
〃　　　日吉分園（日吉保育所内）
〃　　　竜吟分園（竜吟保育所内）

・稲津幼稚園
・陶　幼稚園
◆入園できる幼児＜瑞浪市在住の幼児＞
平成11年４月２日～平成12年４月１日生の幼児
◆授業料 月額　7,000円（減免措置有り）
給食費・諸費として月額5,100円程度必要
◆申込み先（希望の幼稚園へ提出）
瑞浪幼稚園・稲津幼稚園・陶幼稚園
桔梗分園・日吉分園・竜吟分園
◆申込期間 12月15日～17日（８時30分～17時）
◆申込み書 市内公立幼稚園・保育所
教育委員会、コミュニティーセンターにあります。
◎問合せ 学校教育課　1内線487又は各幼稚園

市では、就学前教育を幼保一体化体制で行ってい
ます。臨時勤務が可能な方の人材登録を受け付けま
す。
・資　　格 幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方

を有する者
・勤 務 先 市内公立幼稚園、分園、公立保育園
・賃　　金 日額7,130円（社会保険・雇用保険有）
・登録方法 市販履歴書または登録用紙に必要事項

を記入し下記申込先へ　
※登録用紙は、下記申込先にあります。

・提出期限 ３月中旬まで
◎申込・問合せ 教育委員会総務課　1内線486

または社会福祉課　1内線103

平成17年１月23日（日）に岐阜県知事選挙が行われ
る予定です。昨年の12月から執行された期日前投票
等選挙制度を広く市民の皆様に知っていただきた
く、期日前投票所における投票立会人を募集します。
皆様の応募をお待ちしています。
また、若い方も是非ご応募ください。

【応募対象】

・20歳以上の日本国民で選挙権を有する方
・市内在住の方
・終日従事できる方（８時20分～20時）
・選挙に関心のある方

【従事内容等】

・期日前投票所の投票全般の手続きに立ち会う。
（投票所・投票箱の開閉、投票人の投函の確認、
投票録の署名ほか）
・時間：８時20分～20時
・期間：平成17年１月７日（金）～１月22日（土）

＊原則１人１日（応募人数により変更す
る場合があります）
＊無投票の場合は中止となりますのでご
了承ください。

・場所：市役所（２階大会議室）
・報酬：１日につき　9,600円

＊ただし、所得税1,300円徴収
＊昼食・夕食は準備します。
＊交通費は自己負担

【応募方法】

電話、FAXまたはメールにて下記内容を
連絡ください。
氏名・住所・生年月日・性別・連絡方法等

【応募締切】11月30日（火）17時まで
【結果通知】12月上旬に文書にて通知
◎問合せ 選挙管理委員会　1内線271・272

FAX 68‐9865
e-mail senkyo@city.mizunami.gifu.jp

期日前投票所の投票立会人募集 平成17年度幼稚園児の募集

市臨時職員の登録を受付ます



瑞浪市役所　1 68-211113

中京短期大学では、地域文化の貢献活動の一環と
して市民の皆様に図書館を開放します。
保育書や栄養書、食品書、調理書等数多くありま

す。是非ご利用ください。
※開放時間：月～金曜日の10時～17時で、貸し出し
はしていません。

◎申込・問合せ 中京短期大学事務局
総務課：小池　168-4555

・日　時 12月11日（土） 13時30分～15時30分
・場　所 セラミックパークMINO
・講　師 長谷川清香先生　

寄せ植え華道協会認定・師範、
日本家庭園芸普及協会認定・グリーンア
ドバイザ－

・定　員 30人（先着順）
・参加料 2,000円（材料費込み）
◎申込・問合せ セラミックパーク美濃　企画課水野

128-3200 FAX25-4138

・日　時 11月20日（土） 12時30分開場
・場　所 桜堂公民館（土岐町）
・講　演 「信長の上洛と光秀の立場」谷口研語氏

「落語の祖、安楽庵策伝」関山和夫氏
・入　場 無料
◎問合せ 桜堂薬師保存会

桑原純美　168-5363

今年も院展入選を果し、院展の特待として活躍す
る臼井氏の力強い作品をお楽しみください。
・期　間 11月20日（土）～28日（日）
・会　場 ミュージアム中仙道（明世町戸狩）
・入場料 500円
◎問合せ ミュージアム中仙道　168-0505

・日　時 11月23日（火） 18時30分開場
落語：19時～
うまいもの会：20時30分～

・場　所 瑞浪芸術館（稲津町萩原）
・入場料 落語：5,000円

うまいもの会：8,000円（落語含む）
◎問合せ NPO瑞浪芸術館　166-2170

・内　　容 ゴミ拾い・食事・お楽しみ抽選会
・服装持物 作業ができる服装

（ゴミ袋・手袋は準備します）
◎申込・問合せ 環境課　1内線491

夫・パートナーからの暴力や職場等におけるセク
シュアルハラスメント、ストーカー行為等、女性に
関わる人権相談に電話で応じます。相談は無料で、
秘密は厳守します。お気軽にご利用ください。
・相談日 11月21日（日） 10時～17時
・場　所 岐阜地方法務局人権擁護課
（電話）女性の人権ホットライン 1058-240-5580
◎問合せ 岐阜市金竜町５丁目13番地

岐阜地方法務局人権擁護課
岐阜県人権擁護委員連合会事務局
1058-245-3181

特別養護老人ホームかさはら陶生苑の施設を見学
し、経験談等から介護の実際について学びます。
・日　　時 12月１日（水） 13時～16時
・場　　所 特別養護老人ホームかさはら陶生苑

（笠原町2854-1）
・定　　員 20人（申込多数の場合は抽選）
・受 講 料 無料
・申込方法 11月17日（水）～25日（木）までに、電話

またはFAXで住所・氏名・電話番号を
お知せください。
（土日祝日はFAXのみ可）

◎申込・問合せ 東濃福祉人材バンク1FAX25-0294

この制度は、肉用牛の資源確保と高齢者福祉の推
進を目的としています。内容は、次のとおりです。
市内に在住し、牛の適切な飼養管理のできる人で、
原則として60歳以上の方に、繁殖用雌牛を５年間貸
します。その間に生れた子牛は借受者のものとなり、
５年後に導入時の雌牛代金を返却していただきま
す。なお、貸付希望の頭数に達しましたら締め切り
ますので、ご了承ください。
◎問合せ 農林課畜産係　1内線472

松野湖クリーン作戦に協力を！ 中京短期大学の図書館を開放します

11月28日（日）10時～
松野湖周辺

肉用牛飼育制度のお知らせ

全国一斉
「女性の人権ホットライン」を開設

ガーデニング講習会
～クリスマスを楽しむ寄せ植え～

桜堂薬師　美濃源氏文化講演会
「土岐源氏の里に、まちづくりの花が咲く」

ミュージアム中仙道「臼井治　日本画展」
－軸・扇面等に見る形、表現のおもしろさ－

－瑞浪芸術館　秋の贈り物－
「三遊亭歌武蔵とうまいもの会」のご案内

東濃福祉人材バンク平成16年度福祉講座
「職場紹介講座」を開催します



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 
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新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年11月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,285（－1）世帯数＝14,283（＋25） 

８０２０表彰 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ 

８０２０ゴールド表彰 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

場　　所 月　　日 時　　間 

健康相談 

献血（200ml／400ml）に協力ください ８０２０表彰 

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん） 

精神保健相談・老人性痴ほう症相談 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

母子健康手帳 

母子健康手帳 

６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時30分 
　　～９時45分 

第1子13時集合 
第2子以上13時45分 
　　　　～14時15分 

13時30分開始 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に実施します。 

平成16年 ７月生まれ 

平成15年５月１日～ 
　　　 ５月15日生まれ 

平成15年５月16日～ 
　　　５月31日生まれ 

11月30日（火） 

母子健康手帳 
お茶 

母子健康手帳 
タオル・コップ 

4 ヵ 月児健康診査  

中期・後期離乳食教室 

１歳児すくすく教室 

平成16年 ４月生まれ 12月 ７日（火） 

15時開始 ６歳臼歯ムシ歯予防教室 平成10年11月生まれ 11月29日（月） 

母子健康手帳 平成16年 ６月生まれ 12月 ７日（火） 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 平成15年11月生まれ 11月25日（木） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

２歳児はみがき教室 平成14年12月生まれ 12月 ２日（木） 

２歳６ヵ月児はみがき教室 平成14年 ６月生まれ 12月 ６日（月） 

12月 ３日（金） 

12月10日（金） 

12月8日（水） 保健センター 
医師による健康相談　14時30分～15時 
乳幼児相談　　　　　９時30分～11時 
栄養相談　　　　　　14時～16時 

＊採血後は約５分～10分くらいの休憩を取るだけで普
段と同じ生活をしていただいて差し支えありません。 

　10月11日の健康福祉大会で、長年にわたり歯の大切
さを十分認識し、80歳以上で自分の歯を20本以上残さ
れたみなさんを表彰しました。さらに受賞後も口腔の
健康につとめられた方々にはゴールド表彰を行いまし
た。そのみなさんをご紹介します。（敬称略） 

小栗八千代（日　吉）　　工藤　明江（寺河戸） 
松原　由子（寺河戸）　　鵜飼　裔子（土　岐） 
柘植スミエ（日　吉）　　富奥　富美（土　岐） 
岩島　みゑ（山　田）　　熊谷　光男（日　吉） 
滝　　せき（　陶　）　　水野ふさ江（土　岐） 
井上　　根（釜　戸）　　本荘　トシ（稲　津） 
河合　淑子（土　岐）　　小栗　利秋（日　吉） 
足立　芳枝（釜　戸）　　水野津多子（上　野） 
小寺はつ子（一　色）　　石川　正俊（一　色） 
小木曽春枝（　陶　）　　小木曽恵一（　陶　） 
大竹志づゑ（薬　師） 

小木曽榮一（土　岐）　　有賀　博史（土　岐） 
小栗　正江（寺河戸）　　水野　静江（稲　津） 
水野　　巴（釜　戸）　　曽根　薫子（　陶　） 
有賀　金一（寺河戸）　　伊藤　　恵（　陶　） 
後藤　茂夫（土　岐）　　三宅美惠子（北小田） 
水野　りつ（寺河戸）　　山口　たず（釜　戸） 
佐々木きり（土　岐）　　勝股　光成（稲　津） 
牧野　四枝（釜　戸） 

12月9日（木） ◆場　所　保健センター ◆時　間　８時30分～11時 

対象者　40歳以上の希望者（定員50人） 
料　金　各500円 
申込み　12月３日（金）までに保健センターへ 

12月14日（火） ◆場　所　保健センター ◆時　間　13時～14時 

担　当　精神科医師・精神保健相談員 
内　容　いらいらする、気分が沈む、痴呆等 
＊前日までに電話などで予約が必要です。 
＊秘密は厳守します。 

バロー瑞浪店 12月７日（火） 10時～11時30分 


